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○
地
域
連
携
保
育
事
業 

・
小
規
模
保
育
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
） 

・
居
宅
訪
問
型
保
育 

・
家
庭
的
保
育 

・
事
業
所
内
保
育 

が
あ
ら
た
に
加
わ
る
こ
と
が
、
９

月
議
会
で
条
例
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
け
ら
れ
る
保
育
に
格
差 

 

例
え
ば
、
小
規
模
保
育
園
（
19

人
以
下
）
Ａ
型
は
全
員
保
育
士
の

多
様
な
施
設
や
基
準
で 

複
雑
す
ぎ
る
新
制
度 

 

２
０
１
３
年
８
月
に
、
自
民
、
公

明
、
民
主
の
賛
成
で
、
「
子
ど
も
子

育
て
新
制
度
」
が
作
ら
れ
、
来
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

現
在
、
岡
崎
市
に
あ
る
の
は
、
幼

稚
園
・
保
育
園
・
認
定
子
ど
も
園
（
額

田
地
域
に
２
園
）
で
す
が
、
来
年
度

か
ら
現
在
の
幼
稚
園
、
保
育
園
に
加

え
、 

○
幼
保
連
携
保
育
（
認
定
子
ど
も
園
） 

○
同
じ
ク
ラ
ス
に
、
帰
り
時
間
の
違

う
子
ど
も
が
混
在
し
、
子
ど
も
も

保
育
士
も
た
い
へ
ん
。 

○
保
育
園
は
自
園
式
給
食
で
す
が
、

幼
稚
園
は
現
在
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
搬
入
し
て
い
ま
す
。 

○
幼
稚
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
律
８
千
円 

 
 
 

で
し
た
が
、
保
育
園
は
所
得
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
。
市
は
国
の
基
準

に
合
わ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
国
の
基
準
は
高
額
で

す
。 

○
そ
も
そ
も
、
幼
稚
園
（
文
部
科
学

省
）
と
保
育
園
（
厚
生
労
働
省
）

は
役
割
が
違
い
ま
す
。
子
ど
も
子

育
て
新
制
度
は
総
務
省
の
管
轄

と
な
り
大
変
複
雑
で
す
。 

 

民
間
学
童
に
適
切
な
支
援
を 

 
 

公
立
学
童
保
育
に
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
入
所
を
義
務
づ
け
る
（
現

在
３
年
生
ま
で
）
こ
と
は
前
進
で
す

が
、
民
間
学
童
保
育
で
も
、
定
員
40

名
、
指
導
員
は
有
資
格
者
一
人
以

上
、
子
ど
も
一
人
１
・
６
５
㎡
な
ど

の
国
基
準
と
な
り
ま
す
。
岡
崎
市
は

５
年
間
の
猶
予
期
間
を
設
け
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
指
導
員
は
、
２

名
以
上
の
配
置
や
施
設
整
備
の
た
め

に
、
市
の
財
政
的
支
援
の
必
要
性
を

求
め
ま
し
た
。 

 

市
の
保
育
実
施
責
任
明
確
に 

 

政
府
は
、
国
と
自
治
体
の
保
育
に

対
す
る
責
任
を
な
く
す
た
め
児
童
福

祉
法
の
第
24
条
第
１
項
「
市
町
村
の

保
育
実
施
責
任
」
の
規
定
を
廃
止
し

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
の

保
育
士
、
保
護
者
の
運
動
で
こ
れ
を

法
に
残
す
こ
と
が
で
き
、
保
育
料
の

徴
収
や
入
園
の
調
整
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
市
が
行
い
ま
す
。 

今
後
は
こ
れ
を
大
き
く
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
育
つ
権
利
を

守
る
保
育
制
度
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 安

倍
首
相
は
、「
保
育
の
財
源
に
消

費
税
を
あ
て
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
増
税
に
た
よ
ら
な
く
て
も
む
だ

な
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
で
予
算
を

作
る
べ
き
で
す
。 

資
格
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
が
義

務
づ
け
さ
れ
ま
す
が
、
Ｃ
型
は
資
格

者
が
い
な
く
て
も
保
育
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
一
人
あ
た
り
の
保
育
室

の
面
積
基
準
も
異
な
り
ま
す
。 

 

株
式
会
社
も
保
育
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
が
、
利
益
の
対
象
に
な
る

の
は
た
い
へ
ん
心
配
で
す
。 

 

市
立
幼
稚
園
に
保
育
所 

プ
ラ
ス
で
複
雑
に 

幼
保
連
携
保
育
は
、
保
育
所
と
幼

稚
園
の
機
能
を
一
施
設
に
併
設
す

る
も
の
で
す
。 

岡
崎
市
で
は
、
現
在
の
市
立
３
幼

稚
園
を
平
成
29
年
度
よ
り
幼
保
連

携
型
子
ど
も
園
と
し
ま
す
。 

幼
稚
園
対
応
の
子
ど
も
と
保
育

園
対
応
の
子
ど
も
が
同
じ
ク
ラ
ス

で
保
育
さ
れ
ま
す
。 

児童育成センター（公立学童） 

保育料１０００円引き上げ 
  

公立学童（児童育成センター）の保育料

は、現在、子ども一人につき６０００円に

おやつ代など実費負担で、昼食はお弁当持

参です。 

来年度から保育料が月額１０００円引

き上げられ７０００円になります。 

 さらに、長期休みの期間は開所時間８時

を７時半に繰り上げますが、７月は８００

０円、８月は９０００円、１２月、１月、

３月、４月は７５００円と保育料が増額さ

れます。 

 これまで一年間で７２０００円でした

が、８９０００円となります。保護者にと

っては大きな負担増です。 

 

減免制度・高学年入所実現 
 育成センター保育料には、母子・父子家

庭などへの減免がありませんでした。 

 日本共産党は、育成センター開設時から

減免制度の創設を求めてきました。 

今回、実現し児童扶養手当受給者（ひと

り親で低所得）には、保育料が半額になり

ます。約 120名が該当します。 

また、３年生までとしていた入所基準

（空きがある場合は４年生も受け入れ）を

全学年としますが、待機児童の出ているセ

ンターもあり、子どもたちの放課後の生活

を保障するための増設が必要です。 

 

自
治
体
に
実
施
責
任
あ
り 

来
年
度
か
ら
始
ま
る｢

子
ど
も
子
育
て
新
制
度｣

 

子
ど
も
の
権
利
守
る
保
育
園
・幼
稚
園
・学
童
保
育
に 

 

を
子
ど
も
の 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

児
童
福
祉
法
を
生
か
し
、
日
本
共
産
党
は
要
求
し
ま
す 

①
保
育
、
子
育
て
支
援
の
制
度
は
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
を

最
優
先
に
国
と
自
治
体
の
責
任
で
行
う
こ
と
。 

②
子
ど
も
の
保
育
に
格
差
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。 

③
最
低
基
準
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
予
算
の
大
幅
増
額

と
必
要
な
財
政
措
置
を
す
る
こ
と 
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日本共産党 岡崎市後援会・党 主催 

バスツアー 
１１月８日（土）午前 8 時半出発 

参加費 ５０００円  弁当付き 

行き先 ：満蒙開拓平和記念館 
（長野県下伊那郡） 

養命酒工場、昼神温泉 
前号の岡崎民報で１０月 18 日とお知らせし

ましたが、１１月 8日の間違いです。 

申し訳ありませんでした。 

な
か
っ
た
の
か
。
『
予
算
を
決
め
た

の
は
、
今
年
２
月
だ
』
と
先
の
６
月

議
会
で
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ば
た
ば

た
と
予
算
付
を
し
た
た
め
精
査
す

る
暇
が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
質
問
。
中
安
副
市
長
か
ら
、
「
昨

年
の
秋
に
は
、
大
筋
は
、
ほ
ぼ
か
た

ま
っ
て
い
た
。
あ
わ
て
て
予
算
を
付

け
た
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
・
・
・ 

 市
民
の
ア
イ
デ
ア
は 

聞
い
た
フ
リ
？ 

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
を
議
論

し
て
い
る
活
性
化
本
部
乙
川
リ
バ

ー
フ
ロ
ン
ト
部
会
で
、
人
道
橋
の
具

体
的
な
提
案
が
出
て
き
た
の
は
昨

９
月
定
例
議
会
に
乙
川
リ
バ
ー

フ
ロ
ン
ト
計
画
補
正
予
算
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
予
算
で
区
域
全
体

を
測
量
す
る
た
め
の
「
測
量
調
査
委

託
料
」
が
３
７
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
万
円
減

額
さ
れ
ま
し
た
。 

予
定
区
域
（
乙
川
河
口
か
ら
明
代

橋
ま
で
の
両
岸
周
辺
）
の
中
で
、「
岡

崎
城
址
公
園
、
人
道
橋
、
東
岡
崎
交

通
広
場
、
太
陽
の
城
跡
地
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
他
の
事
業
の
中
で
測
量

さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
測
量
は
不
要

と
な
っ
た
」
た
め
の
減
額
で
す
。 

鈴
木
ま
さ
子
市
議
は
、
「
少
し
調

べ
れ
ば
、
測
量
不
要
な
地
域
は
わ
か

っ
た
は
ず
。
予
算
折
衝
で
詰
め
ら
れ

ン
ト
計
画
が
、
総
額
99
億
７
千
万
円

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

市
民
の
意
見
を
聞
く
の
は
こ
れ
か

ら
で
す
。「
河
川
敷
の
道
路
整
備
は
自

然
を
こ
わ
す
」
と
懸
念
の
声
も
聞
こ

え
て
い
ま
す
。 

市
は
、
す
で
に
人
道
橋
を
工
事
す

る
た
め
に
支
障
に
な
る
、
乙
川
左
岸

の
下
水
道
を
移
設
す
る
た
め
の
工
事

設
計
を
始
め
て
お
り
、
市
民
の
声
を

聞
か
な
い
う
ち
に
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 市
民
の
く
ら
し
、命
を 

守
る
施
策
を
優
先
に 

「
国
の
補
助
金
が
も
ら
え
る
と
き

に
」
と
い
う
の
が
事
業
を
急
ぐ
大
き

な
理
由
で
す
。 

市
民
の
多
く
が
ま
だ
、
こ
の

計
画
の
全
容
を
し
り
ま
せ
ん
。 

 

「
急
ぐ
べ
き
事
業
」
は 

○
来
年
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

の
改
悪
で
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は

じ
き
出
さ
れ
る
人
達
を
な
く
す

こ
と
。 

○
保
育
園
に
入
れ
ず
に
、
産
休

明
け
を
む
か
え
る
母
親
を
生
ま

な
い
こ
と 

○
大
雨
の
た
び
ご
と
に
寝
ら
れ

な
い
夜
を
過
ご
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に 

な
ど
、
市
民
の
願
い
に
応
え

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う 

年
10
月
。
そ
の
後
、
11
月
か
ら
１

月
ま
で
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
募
る

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
子
ど
も
達
や

市
民
か
ら
水
辺
空
間
の
利
用
に
つ

い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
集
め
ま
し
た
。 

す
で
に
秋
の
時
に
骨
格
が
固
ま

っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
形
だ
け
の
も
の
で

す
。 

 総
額
100
億
超
え
る
計
画 

殿
橋
と
明
代
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
た
め
の
設
計
予
算
も
新
た
に

４
４
０
０
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
金
額
の
根
拠
は
「
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
示
し
た
数
字
」
と
言
う
こ
と

で
、
丸
投
げ
同
然
の
予
算
の
付
け
方

で
す
。 

市
民
は
８
月
28
日
の
中
日
新
聞

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
リ
バ
ー
フ
ロ

いよいよ来週！ 

あいち赤旗まつり 

 10月 12日（日） 

 大高緑地公園 

  バスは市内各地から出ます 
３年ぶりにあいち赤旗まつりが開かれま

す。 

岡崎市後援会は恒例の「みそ田楽」と「希

少な銘酒」の店を出します。 

 中央舞台のメイン弁士は参議院に復活し

て、がんばる「世直し名医 小池晃さん」

です。 

☆ジャズコンサート 

☆青空寄席 

☆子ども動物園 

☆大道芸 

☆囲碁教室 

☆小池晃さんによる「とことん共産党」 

など多彩なイベントが行われます 

 

入場料１５００円です。 

 バス代は 往復 100０円です。 

①  

福岡郵便局北   ８：２５ 

ＪＲ岡崎駅西口  ８：３０  

大和岡信前    ８：４５ 

矢作駅      ８：５０ 

おおほりクリニック前 ８：５５ 

②  

名鉄本宿駅    ８：１５ 

美合サークルＫ前 ８：３０ 

アロー前     ８：４０ 

市役口バス停   ８：４５ 

西三河地区委員会 ８：５５ 

 

 

でご乗車ください 

バス代は１０００円です。 

 

 
 

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画 

工
事
着
工
へ
ひ
た
走
り
、「
市
民
参
加
」
は
ど
こ
へ
・
・
・ 

 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○ 
 

 市
議
会
議
員 

き
ま
た
昭
子 

 
 市

議
会
議
員 

鈴
木
ま
さ
子  

 

 

 


